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ナ
禍
を
受
け
抗
ウ
イ
ル
ス
・

抗
菌
製
品
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
開
発
し
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
向
け
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
は
、

同
社
と
コ
ベ
ス
ト
ロ
ジ
ャ
パ

ン
の
共
同
出
資
会
社
デ
ィ
ー

ア
イ
シ
ー
・
コ
ベ
ス
ト
ロ
ポ

リ
マ
ー
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
20
％
出

資
）
の
Ｔ
Ｐ
Ｕ
を
ベ
ー
ス
と

す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｕ
は
柔
軟
性
や

耐
摩
耗
性
を
持
つ
た
め
フ
ェ

ー
ス
シ
ー
ル
ド
や
マ
ス
ク
な

ど
医
療
・
衛
生
用
途
で
の
活

用
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
造

形
品
へ
の
展
開
も
可
能
で
、

電
気
・
電
子
、
ス
ポ
ー
ツ
、

日
用
品
、
住
宅
・
建
材
、
自

動
車
な
ど
幅
広
い
業
界
へ
の

展
開
を
視
野
に
入
れ
る
。 

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
現
行

中
計
で
事
業
の
質
的
転
換
と

新
事
業
創
出
に
よ
る
事
業
ポ

ス
ケ
ミ
カ
ル
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
）

は
昨
年
12
月
18
日
か
ら
新
設

備
の
商
業
運
転
を
始
め
た
。

　
Ｃ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
は
三
菱
ガ
ス
化

学
と
三
菱
商
事
が
各
26
・
25

％
、
三
菱
重
工
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
が
17
・
５
％
、
ト
リ

ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
国
営
ガ

ス
会
社
Ｎ
Ｇ
Ｃ
が
20
％
、
同

国
企
業
マ
ッ
シ
ー
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
が
10
％
出
資
。

同
国
南
部
の
ラ
・
ブ
レ
ア
地

区
ユ
ニ
オ
ン
工
業
団
地
で
三

菱
ガ
ス
化
学
の
技
術
に
よ
る

メ
タ
ノ
ー
ル
年
産
１
０
０
万

㌧
と
誘
導
品
の
ジ
メ
チ
ル
エ

ー
テ
ル
（
Ｄ
Ｍ
Ｅ
）
２
万
㌧

の
生
産
設
備
を
建
設
し
た
。

同
国
で
産
出
さ
れ
る
天
然
ガ

ス
を
原
料
に
用
い
て
高
い
競

争
力
を
発
揮
す
る
。
総
投
資

額
は
約
10
億
㌦
に
及
ん
だ
。

  

三
菱
ガ
ス
化
学
は
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

ブ
ル
ネ
イ
の
合
弁
会
社
に
続

く
メ
タ
ノ
ー
ル
生
産
拠
点
を

確
保
し
た
。

^

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
傘
下
の
ヘ
ル
ス
ケ

ア
事
業
会
社
、
生
命
科
学
イ

ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
Ｌ
Ｓ

Ｉ
Ｉ
）
は
難
病
の
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
を

対
象
疾
患
に
多
能
性
幹
細
胞

「
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
細
胞
」
を
用
い

た
細
胞
製
剤
「
Ｃ
Ｌ
２
０
２

０
」（
開
発
コ
ー
ド
）
の
臨

床
試
験
を
今
月
か
ら
22
年
12

月
ま
で
行
う
。
岡
山
大
学
病

院
で
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
確
定
診
断

さ
れ
た
新
規
ま
た
は
発
症
後

２
年
以
内
の
患
者
５
人
を
対

象
に
、
Ｃ
Ｌ
２
０
２
０
を
静

脈
投
与
し
た
際
の
有
効
性
と

安
全
性
を
検
証
す
る
。

　
Ｃ
Ｌ
２
０
２
０
の
臨
床
試

験
は
急
性
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
、
表
皮
水
疱
症
、
脊
髄
損

傷
、
新
生
児
低
酸
素
性
虚
血

性
脳
症
を
対
象
と
し
た
も
の

に
続
き
今
回
が
６
例
目
。
対

象
疾
患
は
未
定
だ
が
、
21
年

度
内
に
再
生
医
療
製
品
と
し

て
申
請
し
、
22
年
度
内
の
承

認
取
得
を
目
指
す
。

Ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｉ

Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
細
胞
製
剤

臨
床
試
験
ス
タ
ー
ト

点
は
Ｊ
Ｃ
Ｒ
枚
方
工
場
（
大

阪
府
枚
方
市
）、
茨
城
工
場

（
茨
城
県
北
茨
城
市
）、
大

垣
工
場
（
岐
阜
県
大
垣
市
）

と
東
栄
化
成
つ
く
ば
工
場

（
茨
城
県
土
浦
市
）、
小
野

工
場
（
福
島
県
小
野
町
）
の

計
５
カ
所
。
従
業
員
は
Ｊ
Ｃ

Ｒ
の
２
２
５
人
と
東
栄
化
成

の
95
人
を
合
わ
せ
約
３
２
０

人
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｒ
は
合
成
樹
脂
エ
マ

ル
ジ
ョ
ン
事
業
を
展
開
し
、

水
系
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
技
術
基

盤
を
も
と
に
多
様
な
樹
脂
の

乳
化
技
術
に
強
み
を
持
つ
。

一
方
、
東
栄
化
成
は
ア
ク
リ

^

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
１
０
０
％

子
会
社
の
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
レ
ジ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｒ
）

と
東
栄
化
成
が
10
月
１
日
付

で
合
併
す
る
。
両
社
の
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
材
事
業
に
関
す
る

知
見
や
生
産
技
術
を
集
約

し
、
付
加
価
値
の
高
い
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
幅
広
く
提
供

す
る
体
制
を
確
立
す
る
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｒ
が
存
続
会
社
と
な

り
社
名
と
大
阪
市
中
央
区
の

本
社
を
引
き
継
ぐ
。
生
産
拠

三
菱
ケ
ミ
カ
ル

コ
ー
ト
材
拡
充
へ

２
子
会
社
を
合
併

ル
系
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
用
樹

脂
事
業
を
展
開
し
、
各
種
樹

脂
の
重
合
・
配
合
・
分
散
製

造
の
少
量
生
産
体
制
を
生
か

し
た
柔
軟
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
強
み
と
す
る
。

^

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
、
グ
ル
ー
プ
で

画
像
解
析
技
術
の
活
用
促
進

を
担
う
組
織
横
断
的
チ
ー
ム

「
画
像
解
析
Ｃ
ｏ
Ｅ
（
セ
ン

タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン

ス
）」
を
発
足
さ
せ
た
。
画

三
菱
ケ
ミ
Ｈ
Ｄ

画
像
解
析
技
術
活
用
へ

組
織
横
断
チ
ー
ム
発
足

ア
ジ
ア 

昨
秋
底
値
か
ら
２
割
高

カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
堅
調

センシングウエアで
　　ゴルフレッスン

センサーを一体化した専用の
ベスト型ウエア

ア
プ
リ
付
き
サ
ー
ビ
ス

帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

Ｄ
Ｉ
Ｃ 

年
内
上
市
め
ざ
す

抗
ウ
イ
ル
ス
材
開
発

３Ｄ印刷

信
越
化
学

米
穀
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で

電
解
・
塩
ビ
工
場
増
設

Ｊ
Ｓ
Ｒ 

洗
浄
剤
や
Ｅ
Ｕ
Ｖ
用

半
導
体
材
料
の
成
長
加
速

像
を
用
い
た
業
務
に
関
し
て

主
に
深
層
学
習
を
活
用
し
、

判
断
の
高
度
化
や
理
解
度
の

深
化
を
図
る
。

　
画
像
解
析
Ｃ
ｏ
Ｅ
は
画
像

解
析
技
術
の
知
識
を
集
約
、

デ
ー
タ
取
得
や
ア
ノ
テ
ー
シ

ョ
ン
（
デ
ー
タ
を
分
類
し
や

す
く
す
る
属
性
タ
グ
を
付
け

る
作
業
）
手
法
に
対
す
る
方

法
論
を
整
備
し
、
画
像
解
析

に
関
す
る
活
動
を
加
速
さ
せ

る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
内
横

展
開
へ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や

事
例
を
創
出
し
て
い
く
。

  

同
社
は
17
年
に
先
端
技
術

・
事
業
開
発
室
内
に
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
事
業
会
社
と
協
業

し
な
が
ら
画
像
解
析
を
活
用

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

き
た
。
今
回
の
Ｃ
ｏ
Ｅ
発
足

に
よ
り
、
こ
の
活
動
を
加
速

・
深
化
さ
せ
る
。
具
体
的
な

取
り
組
み
事
例
は
①
製
品
や

設
備
の
外
観
検
査
と
目
視
検

査
の
負
荷
軽
減
②
材
料
や
設

備
に
関
す
る
理
解
の
深
化
と

特
徴
量
の
自
動
抽
出
③
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
基
準
の

客
観
化
に
よ
る
新
た
な
価
値

提
供

―
の
３
点
。

タ
イ
ト
か
ら
緩
和
へ

ト
ラ
ブ
ル
要
因

月
内
に
も
収
束 

中
国
の
新
増
設
影
響

フェノール
需　　　給

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
国
内
初
の
抗
ウ

イ
ル
ス
・
抗
菌
機
能
を
持
つ

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
向
け
熱
可

塑
性
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
（
Ｔ
Ｐ

Ｕ
）
系
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
開

発
し
た
。
熱
溶
融
積
層
方
式

の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
対
応

す
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
よ
る

抗
ウ
イ
ル
ス
性
・
抗
菌
性
の

国
際
標
準
に
準
じ
た
試
験
で

効
果
を
確
認
し
、
製
品
表
面

に
付
着
し
た
特
定
の
ウ
イ
ル

ス
や
菌
の
増
殖
を
抑
え
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｓ

Ｉ
Ａ
Ａ
（
抗
菌
製
品
技
術
協

議
会
）
の
認
証
を
取
得
し
年

内
の
販
売
開
始
を
目
指
す
。

　
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
材
料
市

場
は
世
界
で
18
年
か
ら
年
平

均
20
％
以
上
の
成
長
率
で
推

移
し
、
23
年
に
は
４
７
５
０

億
円
規
模
に
拡
大
す
る
と
の

予
測
も
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ

　
帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
ス

マ
ー
ト
衣
料
関
連
の
新
事
業

で
あ
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
第
１
弾
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
ゴ
ル
フ
レ
ッ

ス
ン
サ
ー
ビ
ス
「
マ
ト
ウ
ス

・
ゴ
ル
フ
」
を
事
業
化
す

る
。
新
サ
ー
ビ
ス
は
、
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
動
き
を
測
定
す
る

セ
ン
サ
ー
を
一
体
化
し
た
専

用
の
セ
ン
シ
ン
グ
ウ
エ
ア
と

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
セ
ッ

ト
で
提
供
す
る
も
の
。
ゴ
ル

フ
の
基
本
と
さ
れ
る
ス
イ
ン

グ
時
の
姿
勢
（
体
幹
）
を
計

ア
ナ
州
ア
デ
ィ
ス
に
Ｐ
Ｖ
Ｃ

工
場
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
プ
ラ

ケ
マ
イ
ン
に
電
解
、
Ｖ
Ｃ

Ｍ
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ
一
貫
工
場
を
持

つ
。
プ
ラ
ケ
マ
イ
ン
で
は
一

貫
工
場
を
増
設
中
で
今
年
半

ば
に
完
工
す
る
予
定
。
こ
れ

に
続
く
追
加
投
資
を
行
う
。

　
追
加
投
資
で
総
生
産
能
力

は
Ｐ
Ｖ
Ｃ
が
年
38
万
㌧
増
の

３
６
２
万
㌧
、
Ｖ
Ｃ
Ｍ
が
58

万
㌧
増
の
２
９
５
万
㌧
、
カ

セ
イ
ソ
ー
ダ
が
39
万
㌧
増
の

１
９
５
万
㌧
と
な
る
。
Ｐ
Ｖ

Ｃ
は
世
界
ト
ッ
プ
の
地
位
を

一
段
と
強
固
に
す
る
。

　
信
越
化
学
工
業
の
米
国
子

会
社
シ
ン
テ
ッ
ク
は
ル
イ
ジ

ア
ナ
州
プ
ラ
ケ
マ
イ
ン
で
電

解
、
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

（
Ｖ
Ｃ
Ｍ
）
、
塩
化
ビ
ニ
ル

樹
脂
（
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）
一
貫
工
場

を
増
設
す
る
。
23
年
末
に
完

工
す
る
予
定
。
投
資
額
は
12

億
５
千
万
㌦
（
約
１
３
０
０

億
円
）
を
見
込
む
。

  

シ
ン
テ
ッ
ク
は
テ
キ
サ
ス

州
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
と
ル
イ
ジ

体
制
を
拡
張
す
る
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
も
確
保
し
て
お
り
、

北
米
の
製
造
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
て
い
く
。

測
し
、
デ
ー
タ
を
自
動
解
析

す
る
こ
と
で
、
短
期
間
で
の

上
達
に
向
け
た
コ
ー
チ
ン
グ

が
可
能
と
な
る
。

　
２
月
か
ら
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

プ
ロ
向
け
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
、
21
年
中
に
一
般
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
に
ア
プ
リ
配
信
と

課
金
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
セ

ン
シ
ン
グ
ウ
エ
ア
の
レ
ン
タ

ル
と
販
売
を
始
め
る
。
他
の

ス
ポ
ー
ツ
（
野
球
や
テ
ニ

ス
、
バ
レ
エ
な
ど
）
の
コ
ー

チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
順
次
事

業
化
し
、
25
年
度
に
売
上
高

25
億
円
を
目
指
す
。

場
を
中
心
に
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
。
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル

Ａ
や
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
向

け
の
需
要
が
自
動
車
や
パ
ソ

コ
ン
向
け
で
好
調
な
ほ
か
、

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
向
け
は
風
力

発
電
の
ブ
レ
ー
ド
の
需
要
が

伸
び
て
い
る
。
フ
ェ
ノ
ー
ル

法
に
製
法
転
換
し
た
カ
プ
ロ

ラ
ク
タ
ム
も
ナ
イ
ロ
ン
需
要

が
復
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら

増
産
を
図
り
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
ネ
ッ
ク
で

減
産
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
韓
国
と
台
湾
で
の
プ
ラ
ン

ト
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
さ
れ
る

ま
で
は
、
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ノ

ー
ル
需
給
は
タ
イ
ト
基
調
で

推
移
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
時
期
は
２
月
中
～
下
旬
と

推
測
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
こ
こ
に
き
て
ア
ジ

ア
の
ベ
ン
ゼ
ン
市
況
が
一
段

と
強
含
ん
で
お
り
、
原
料
ネ

ッ
ク
か
ら
増
産
体
制
に
移
行

で
き
な
い
新
興
の
フ
ェ
ノ
ー

ル
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
よ
う

だ
。
昨
年
中
国
で
行
わ
れ
た

３
件
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
新
増
設

（
浙
江
石
化
、
山
東
利
華
第

２
期
、
寧
波
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
デ
ボ

ト
ル
増
強
）
で
、
数
字
上
で

は
今
年
の
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ノ

ー
ル
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
ウ
ェ

ル
か
ら
緩
和
気
味
に
推
移
す

る
見
通
し
だ
。
し
か
し
実
情

は
大
幅
な
余
剰
を
囲
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
ン

ト
の
稼
働
状
況
に
よ
っ
て
バ

ラ
ン
ス
が
大
き
く
振
れ
る
綱

　
専
用
の
セ
ン
シ
ン
グ
ウ
エ

ア
は
ベ
ス
ト
型
ウ
エ
ア
と
リ

ス
ト
バ
ン
ド
で
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
素
材
に
は
高
い
摩

擦
力
を
持
つ
帝
人
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
の
超
極
細
繊
維
「
ナ
ノ

フ
ロ
ン
ト
」
を
使
用
す
る
こ

と
で
ス
イ
ン
グ
動
作
の
高
精

度
な
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
シ
ン

グ
が
可
能
。
こ
れ
で
計
測
さ

れ
る
モ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
は

独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ

り
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
か
ら
ス
イ

ン
グ
の
開
始
、
イ
ン
パ
ク

ト
、
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
ま
で

の
動
作
に
つ
い
て
体
幹
軸
の

角
度
、
回
転
、
ブ
レ
な
ど
が

瞬
時
に
多
面
的
に
解
析
さ

れ
、
評
価
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
。
独
自
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
３
Ｄ
画
像
で

全
方
向
か
ら
可
視
化
し
、
従

来
は
困
難
だ
っ
た
測
定
者
自

身
で
の
多
面
的
な
振
り
返
り

や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
よ
り
ス
イ
ン
グ
の
改
善

が
可
能
と
な
る
。

　
従
来
の
一
般
的
な
レ
ッ
ス

ン
や
ス
イ
ン
グ
解
析
に
は
、

評
価
・
指
導
す
る
コ
ー
チ
と

専
用
の
設
備
、
大
が
か
り
な

光
学
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
必
要

だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
新
サ

ー
ビ
ス
は
、
場
所
や
時
間
な

ど
の
制
約
を
受
け
ず
に
レ
ッ

ス
ン
を
行
え
る
。
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
プ
ロ
な
ど
の
指
導
ノ
ウ

ハ
ウ
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と

で
、
確
か
な
知
見
に
基
づ
く

レ
ッ
ス
ン
が
可
能
に
な
る
。

　
帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
19

年
１
月
、
ス
マ
ー
ト
衣
料
関

連
の
新
事
業
創
出
の
一
環
で

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
マ
ト
ウ
ス
」
を
発

表
。
人
の
動
き
を
可
視
化
す

る
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
シ
ン
グ

製
品
「
マ
ト
ウ
ス
Ｍ
Ｓ
」
と

生
体
情
報
を
計
測
す
る
バ
イ

タ
ル
セ
ン
シ
ン
グ
製
品
「
同

Ｖ
Ｓ
」
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

た
。
今
回
の
新
サ
ー
ビ
ス
開

始
で
Ｍ
Ｓ
の
事
業
化
に
こ
ぎ

着
け
た
。

^

　
帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
モ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

で
人
の
動
き
を
解
析
し
、
３

Ｄ
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て

記
録
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

身
体
の
動
き
解
析

３
Ｄ
デ
ー
タ
販
売

ム
「
モ
ー
シ
ョ
ン
バ
ン
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
す

る
。
２
月
か
ら
ゲ
ー
ム
や
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
会
社

向
け
な
ど
に
デ
ー
タ
販
売
を

開
始
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
、
伝

統
芸
能
・
技
術
の
習
得
分

野
、
リ
ハ
ビ
リ
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
い
っ
た
健
康
・
ヘ
ル

ス
ケ
ア
分
野
、
ロ
ボ
ッ
ト
分

野
な
ど
に
も
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
展
開
を
図
り
、
25
年
度
に

売
上
高
20
億
円
を
目
指
す
。

　
新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
企
画
を
手
掛
け
る

ア
ノ
マ
リ
ー
と
共
同
開
発
し

た
。
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー

を
使
い
、
時
間
や
多
大
な
コ

ス
ト
を
か
け
ず
に
人
の
動
き

を
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化

で
き
る
の
が
特
徴
で
、
既
に

１
万
４
千
を
超
え
る
パ
タ
ー

ン
の
モ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
を

ス
ト
ッ
ク
済
み
。
す
べ
て
の

方
向
か
ら
の
動
き
を
分
析
・

比
較
で
き
、
Ａ
Ｉ
で
複
数
の

動
き
を
自
動
合
成
す
る
こ
と

も
可
能
。
そ
の
デ
ー
タ
を
仮

想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）
な
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
応
用
で
き
る
。

渡
り
の
状
況
に
あ
る
。

^

　
三
井
化
学
は
昨
年
12
月
、

大
阪
工
場
で
最
大
出
力
約
30

㍋
㍗
の
高
効
率
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発
電
シ
ス
テ
ム
の
営
業
運

転
を
開
始
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
で
工

場
の
自
家
発
電
比
率
が
向
上

し
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
排
熱

を
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
ナ

フ
サ
分
解
炉
の
燃
焼
用
空
気

に
利
用
す
る
こ
と
で
分
解
炉

の
使
用
燃
料
を
低
減
す
る
。

大
阪
工
場
の
Ｃ
Ｏ

排
出
量

は
16
年
度
比
で
年
間
約
７
万

㌧
削
減
で
き
る
見
通
し
だ
。

^^　
カ
リ
ブ
海
の
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
の
メ
タ
ノ
ー
ル

合
弁
会
社
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ガ

三
井
化
学

30
㍋
㍗
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

大
阪
工
場
で
営
業
運
転

三
菱
ガ
ス
化
な
ど
合
弁

カ
リ
ブ
の
メ
タ
ノ
ー
ル

新
設
備
が
商
業
運
転

　
昨
年
実
施
さ
れ
た
フ
ェ
ノ

ー
ル
新
増
設
の
う
ち
、
浙
江

石
化
の
40
万
㌧
プ
ラ
ン
ト
は

９
月
に
立
ち
上
が
っ
た
も
の

の
、
機
器
の
不
調
か
ら
す
ぐ

に
停
止
。
12
月
末
に
再
稼
働

し
た
が
稼
働
率
は
極
め
て
低

い
状
況
の
よ
う
だ
。
そ
の

後
、
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
ケ
ミ
カ
ル

の
ク
ラ
ッ
カ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に

加
え
、
原
料
価
格
上
昇
に
伴

う
調
達
の
不
備
か
ら
減
産
を

継
続
す
る
新
興
の
フ
ェ
ノ
ー

ル
メ
ー
カ
ー
が
現
れ
た
ほ

か
、
国
内
で
は
三
菱
ケ
ミ
カ

ル
が
11
月
中
旬
、
三
井
化
学

が
12
月
末
に
そ
れ
ぞ
れ
ト
ラ

ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
プ
ラ
ン
ト

を
停
止
し
た
。
両
社
の
ト
ラ

ブ
ル
は
既
に
復
旧
し
、
現
在

は
再
稼
働
し
て
い
る
。

　
今
年
１
月
に
入
っ
て
も
フ

ェ
ノ
ー
ル
の
プ
ラ
ン
ト
ト
ラ

ブ
ル
は
相
次
い
だ
。
韓
国
・

錦
湖
Ｐ
＆
Ｂ
化
学
が
機
器
の

不
調
か
ら
稼
働
を
ダ
ウ
ン
さ

せ
て
い
る
の
に
加
え
、
台
湾

Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
、
足
元
の
供
給
は
大

き
く
減
少
し
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
の
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ

市
況
が
底
堅
い
。
極
東
積
み

価
格
は
足
元
１
㌧
当
た
り
２

３
０
㌦
前
後
で
推
移
し
て
お

り
、
直
近
の
底
値
を
付
け
た

昨
秋
よ
り
２
割
以
上
高
い
。

た
だ
供
給
過
多
の
状
況
は
変

わ
ら
ず
、
価
格
の
回
復
傾
向

に
一
服
感
が
出
て
い
る
。

　
下
落
基
調
が
続
い
て
い
た

カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
市
況
は
昨
秋

よ
う
や
く
底
打
ち
。
設
備
ト

ラ
ブ
ル
の
影
響
に
加
え
、
２

０
０
㌦
割
れ
は
さ
す
が
に
行

き
過
ぎ
だ
と
し
て
販
売
を
手

控
え
る
メ
ー
カ
ー
の
動
き
も

あ
っ
た
よ
う
で
、
市
場
で
は

安
値
取
引
が
姿
を
消
し
た
。

　
需
要
は
、
２
大
輸
出
先
の

豪
州
と
イ
ン
ド
で
は
ア
ル
ミ

ナ
精
錬
向
け
に
堅
調
が
続
く

半
面
、
レ
ー
ヨ
ン
や
紙
・
パ

ル
プ
向
け
を
中
心
と
し
た
東

南
ア
ジ
ア
は
低
調
。
一
方
、

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
半
導
体
材
料
の

成
長
を
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州

で
稼
働
す
る
機
能
性
洗
浄
剤

の
新
工
場
や
Ｅ
Ｕ
Ｖ
用
フ
ォ

ト
レ
ジ
ス
ト
の
拡
販
な
ど
に

よ
り
加
速
さ
せ
る
。
ロ
ジ
ッ

ク
、
メ
モ
リ
ー
関
連
と
も
に

需
要
が
堅
調
な
な
か
、
同
社

の
半
導
体
材
料
事
業
は
当
初

の
想
定
を
上
回
る
成
長
を
続

け
て
お
り
、
こ
れ
を
21
年
度

も
含
め
て
持
続
さ
せ
る
。

　
同
社
は
21
年
度
か
ら
の
次

期
中
計
で
半
導
体
材
料
と
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
事
業
を
成

長
の
牽
引
役
と
位
置
付
け
て

企
業
価
値
の
向
上
を
図
り
、

持
続
性
・
強
靭
性
の
あ
る
企

業
グ
ル
ー
プ
を
目
指
す
。
半

導
体
材
料
は
Ａ
ｒ
Ｆ
レ
ジ
ス

ト
、
Ｅ
Ｕ
Ｖ
レ
ジ
ス
ト
や
多

層
材
料
と
い
っ
た
最
先
端
の

リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
材
料
な
ど

を
拡
大
し
な
が
ら
、
最
先
端

半
導
体
向
け
機
能
性
洗
浄
剤

な
ど
の
新
製
品
を
積
極
的
に

拡
大
し
て
い
く
考
え
。
約
１

０
０
億
円
を
投
じ
た
機
能
性

洗
浄
剤
の
米
国
工
場
は
３
月

ま
で
に
立
ち
上
げ
る
計
画
。

　
同
社
の
半
導
体
材
料
事
業

は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
よ

る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け
や

５
Ｇ
関
連
向
け
の
伸
び
に
支

え
ら
れ
て
２
ケ
タ
成
長
を
続

け
、
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
材
料

の
ほ
か
Ｃ
Ｍ
Ｐ
材
料
、
機
能

性
洗
浄
剤
な
ど
も
拡
大
し
て

い
る
。
同
洗
浄
剤
は
半
導
体

の
エ
ッ
チ
ン
グ
工
程
で
残
さ

を
除
去
す
る
際
な
ど
に
用
い

ら
れ
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
複

雑
化
に
伴
い
需
要
も
増
加
し

て
い
る
。
米
国
の
新
工
場
は

最
先
端
半
導
体
材
料
の
生
産

供
給
サ
イ
ド
で
は
日
本
や
韓

国
の
輸
出
数
量
が
高
止
ま
り

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
市
況
が

好
調
な
塩
ビ
樹
脂
向
け
に
電

解
設
備
が
高
稼
働
し
て
い
る

影
響
が
大
き
い
。

　
電
解
設
備
か
ら
発
生
す
る

塩
素
は
塩
ビ
樹
脂
向
け
に
順

調
に
消
費
さ
れ
る
一
方
、
塩

素
と
と
も
に
発
生
す
る
カ
セ

イ
ソ
ー
ダ
は
供
給
量
が
落
ち

な
い
な
か
で
内
需
の
低
迷
に

直
面
。
内
需
で
吸
収
さ
れ
な

か
っ
た
余
剰
分
は
輸
出
に
振

り
向
け
ら
れ
て
い
る
。
財
務

省
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
20

年
の
日
本
の
輸
出
数
量
は
前

年
比
19
％
増
の
約
１
９
６
万

㌧
（
水
溶
液
換
算
）
と
、
２

年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

す
る
な
ど
輸
出
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
に
か
け
て
豪
州
で

の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
用

水
酸
化
リ
チ
ウ
ム
工
場
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
ア
ル
ミ
ナ

精
錬
工
場
な
ど
カ
セ
イ
ソ
ー

ダ
の
新
規
需
要
先
の
立
ち
上

が
り
が
予
定
さ
れ
る
半
面
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り

レ
ー
ヨ
ン
や
紙
・
パ
ル
プ
向

け
は
不
透
明
感
が
漂
う
。
ま

た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ル

ミ
ナ
精
錬
工
場
は
稼
働
開
始

時
期
が
当
初
計
画
か
ら
ず
れ

込
む
可
能
性
が
出
て
お
り
、

需
給
引
き
締
め
効
果
が
遅
れ

る
。
一
方
、
供
給
サ
イ
ド
で

は
昨
年
来
の
基
調
は
変
わ
ら

ず
、
引
き
続
き
日
韓
の
カ
セ

イ
ソ
ー
ダ
輸
出
は
高
水
準
が

続
く
見
通
し
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
大
手
メ
ー
カ

ー
は
今
後
の
市
況
に
つ
い
て

多
少
上
げ
下
げ
し
な
が
ら
も

お
お
む
ね
１
㌧
２
１
０
～
２

５
０
㌦
の
価
格
水
準
が
続
く

と
想
定
し
て
い
る
。

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
転
換
を
基

本
戦
略
に
掲
げ
る
。
同
社
は

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
向
け
に
光

造
形
方
式
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

材
料
を
展
開
し
て
い
る
。
熱

溶
融
積
層
方
式
の
材
料
を
品

揃
え
に
加
え
、
よ
り
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
。

^

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
商
業
施
設
や
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
屋
内
で

温
度
、
湿
度
、
照
度
を
検
知

す
る
無
線
セ
ン
サ
ー
「
ハ
ッ

テ
ト
ッ
テ
」
の
受
注
を
開
始

し
た
。
シ
ス
テ
ム
は
ウ
フ
ル
、

向
洋
電
機
、
ソ
ー
ワ
＆
ソ
フ

ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
Ｈ

Ｏ
Ｙ
Ａ
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
か
ら
供
給
す
る
。

品
揃
え
を
拡
充
し
23
年
に
売

上
高
３
億
円
を
目
指
す
。

　
温
度
や
湿
度
を
測
る
セ
ン

サ
ー
は
有
線
タ
イ
プ
が
一
般

的
だ
が
、
既
存
施
設
に
設
置

し
に
く
い
。
無
線
タ
イ
プ
は

温
湿
度
と
照
度
を
検
知

無
線
タ
イ
プ
受
注
開
始

　
こ
の
間
、
需
要
は
中
国
市

筐
体
が
主
に
樹
脂
製
で
、
取

り
付
け
や
す
い
両
面
テ
ー
プ

で
の
固
定
は
落
下
の
危
険
性

を
伴
う
。
施
設
と
の
デ
ザ
イ

ン
の
調
和
も
課
題
だ
っ
た
。

　
同
製
品
は
貼
る
だ
け
で
設

置
で
き
、
は
が
し
て
移
設
で

き
る
。
約
５
・
８
㍉
㍍
厚
、

約
38
㌘
と
軽
く
て
薄
く
柔
ら

か
い
た
め
安
全
で
、
空
間
デ

ザ
イ
ン
も
邪
魔
し
な
い
。
電

池
内
蔵
型
で
Ｌ
ｏ
Ｒ
ａ
Ｗ
Ａ

Ｎ
に
よ
る
長
距
離
（
見
通
し

距
離
で
屋
内
数
百
㍍
、
屋
外

は
数
㌔
㍍
）
通
信
が
可
能
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｘ
６
相
当
の
防
水
を

備
え
た
屋
外
向
け
も
近
く
受

注
を
開
始
す
る
。
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
拡
充
も
検
討
し
て
お

り
、
３
密
検
出
、
施
設
な
ど

の
環
境
改
善
と
省
エ
ネ
、
感

染
症
警
告
や
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
回
避
、
一
人
暮
ら
し
の
見

守
り
、
美
術
館
の
展
示
物
保

護
、
工
事
現
場
の
熱
中
症
警

告
な
ど
幅
広
い
用
途
へ
展
開

す
る
計
画
。

　
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
タ
イ
ト
な
状
況
が
継
続
し
て
い

る
。
需
要
が
堅
調
に
推
移
す
る
な
か
で
、
新
増
設
プ
ラ
ン
ト
の
立
ち
遅
れ
や
既
存

プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
た
め
。
供
給
が
シ
ョ
ー
ト
し
た
こ
と
で

カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
な
ど
の
誘
導
品
で
は
減
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
す
べ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
要
因
が
収
束
す
る
の
は
２
月
中
～
下
旬
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
後
は
中
国
で
昨
年
実
施
さ
れ
た
プ
ラ
ン
ト
新
増
設
の
影
響
が
表
れ
、
21
年
通

年
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
ウ
ェ
ル
か
ら
緩
和
気
味
と
な
る
見
通
し
だ
。


